


免疫力を高める増富温泉場創り　
私たちは自分を幸せにする義務があります。それは誰もが与えられた命そのものだからです。せっかく授かった人生ですから。　
増富は自分が幸せになる為の実現の場です。　
最初にお断りしておきますが、増富は特定の宗教とかサプリに頼らないで自然と人情で治す場です。
コロナ状況下お客様は多種多様な不安を抱えています。その不安を解消する取り組みとは何だろうか？「免疫力」をキーワードでその根源にあるものは不安を解消する仕組みであり、「拠り所となる場」はコロナウイルスなどの外的要因に左右されない場づくりでもあります。免疫力はまず身体づくりから始め、そして心づくりをして心の柔軟性、耐久性を身に着け心と身体の活性化をしていきます。
その為にこれまで増富で蓄えてきたノウハウを基本に何ができるのだろうかと考えました。
今回はその可能性を述べさせて頂きます。
人々の意識の変化を見ると、便利さの追求から安全・安心を優先へ、大都市への一極集中から自然の中の居住や子育てをしたい要求が増し、ショッピングやレジャー中心の観光旅行から知識や経験を得るための体験、学び、自己投資的な要素を満たしたい旅行に趣を置くようになりました。アフターコロナで生き抜く手法は今までの常識とは真逆な発想が必要になってきました。その為、少人数でも商売が成り立ち、かつ個々の集客力を上げるには値ごろ感だけでなく商品価値をどう高めるかが絶対条件であります。
しかし、どの様な時代でもお客様は泊られて何をしたいか、特に療養を兼ねたお客の要求軸は変っておらず、お客様は治る目的や治る目標に対する欲求に対しどの様な安心感をお伝え出来るかではないでしょうか。時代とともにお客様の欲求の質が変化しただけなのです。
私たちの掲げる「心と身体の免疫力を高める、場拠り所となる場の形成」とは今の状況下、お客様のより深化した深層心理にある不安を具現化し解消する事であると思います。
これからは感染症への不安だけでなく、今後の社会の変化、例えばリモートワークの普及、郊外への移住、本社を郊外へ移転、２４時間営業の見直し、終電の繰り上げ、経済優先から安心・安全優先への変化の様な急激に訪れる変化に対応できない人の不安やコロナ感染者の復帰後の社会的な圧力に対する不安解消の仕組みづくり構築が急務でもあります。
それでは増富にある資源とそれを活かしたノウハウを集結した事例を紹介します。
免疫力を低下させるものはストレスであり、怒り、心配、悲しみ、恐れという「心のストレス」と働きすぎ、炎症、疲労、食べ物、長期間の不調などの「身体のストレス」に分けます。まずは自然欠乏症により衰えた五感の回復体験を通し、身体と潜在意識が必要としている事と不要としている事の違いを感じられる自分を作りあげ、認識力や判断力を磨く必要があります。自然の中の様々な活動を通して自然のリズムの中で生き抜く為の五感を刺激し、こころのネガティブな発想を頭（脳）だけ解消するのではなく、細胞の一つ一つのDNAに組み込まれたネガティブ感情の解消を図らなくてはならなりません。増富で体感する「生き方への学びや体験」は滞在を通して自分の内面に深化し見つめる事の大切さを知り、本来自分の持っている「生きる力」を取り戻していただければ幸いです。
まずは増富の自然資源の説明をいたします。
増富は１０００万年前の地殻変動から地下の多種（金・ゲルマニウム・カリウム・水晶クリスタル等）にわたる鉱物質を含む花崗岩が岩盤として形成された地であり一部は露出しています。秩父多摩海国立公園とエコパーク、平成の１００名水。四季折々の様相を見せる山梨の奥入瀬と言われる本谷川渓谷・金山跡やパワースポットに加えラジウム温泉という恵まれた自然資源がこの地には存在します
[bookmark: _GoBack]ここでその自然環境を活かした自然体験の事例をご紹介します。
「霊山瑞牆山登山」
蔵王権現を祀る金峰山の西にあり垣根(守る)の役割を果たし、修験者の修行の山ともいわれている由緒ある山に登ります。
「カンマンボロンで瞑想」
カンマンボロンとは大日如来・不動明王を意味します。霊山瑞牆山は修験者が修行していた場でもあり、当時の修験者になったつもりで瞑想し、自然界のいぶきを感じてください。
「金鉱跡巡り」
武田信玄の時代に掘られた金鉱跡がありズリ場という金を掘屈した後のくず石を捨てた崖を横切ると４５０年前にタイムスリップします。
「みずがきの杜の散策」
春から秋にかけて、四季折々の自然の中にとけ込み、心と身体を癒せる場所です。瑞牆山は山頂から岩がにょきにょき生えてきたような花崗岩の山でクリスタル波動の山であり、みずがきの杜は白樺等の美しい原生林に囲まれている森の香りがするおいしい空気を吸いながら、おすすめスポットを散策します。
「増富自然エネルギー体験」
ラジウムやゲルマニウム、カリウムなどが付着して川底が赤茶糸になっている場が増富に一か所だけあります。素足で川底の自然情報を得る体験や森の中での樹林氣功、瑞牆の杜で行う瞑想を通して五感共鳴体験をします。

なお、肉体的な体質改善法の目的は、質の良い血液・血管を作る事、自律神経のバランス力を身に付ける事、腸内環境を整える事に趣を置く為、免疫力をチェックする為の測定も事前事後に行えます。
自己チェック表や専門機器を使って健康状態を把握、入浴指導を受けた後、自分に合った入り方で源泉療養を行います。専門機器による計測（ストレスチェック、血液循環分析）により自律神経のバランス力や血管の状態、血液の状態を把握し、中国医学に基づいた自己問診表は自分の体質や五臓六腑の弱っている箇所を知り、食事指導を実施します。
自然体験の目的
私たちはウェルネス(Wellness)とはウェルビーン(Well-being)思想に基づき、誰もが自分の人生が今よりの成長変化し、豊かになることを願います。その中で、あくまでも免疫力をキーワードとした不安を解消するお手伝いがしたいと考えます。最初に五感の回復を掲げた理由は免疫力を低下させない事と免疫力を高める事は共通の意識であり、同じ意味合いだと思っています。そして五感の回復からつながる第六感の芽生えを促し自然のリズムに共鳴し潜在意識にある本当にしたい事としたくない事の判断ができ、身体的にもからだに良い事、悪い事の判断がつく事で身体をいたわるようになるからです。心と身体の活性化のために仲間づくりを大切にしながらできる事を追求し、心の柔軟性、耐久性を身に着ける為に止観し心を裸にしてストレス全てを捨てきる大切さ、すべてを忘れる大切さに気付く事で感動する自分が生まれ心の活性化が生まれると思います。
次に自然を活用した五感と第六感の回復方法を説明します。
基本は自然界の現象リズムを生きるための情報としてとらえ、その情報を心に伝えます。
＜＜嗅覚＞＞
アロマ体験や自然界の香り体験を森・川・葉・樹液・焚火それらの匂いの違いを感じどの様な感情が芽生えたかを体験します。
＜＜視覚＞＞
山・川・森・動植物・月・太陽・星・焚火の炎など、自然体験を通じそれぞれの自然界の色の違いや濃淡・明暗の違いを感じその時の感情の変化を味わいます。
＜＜聴覚＞＞
自然体験による山のうねり・川の流れる音・森のささやき・風のささやきを自分の感覚でとらえ自分の感情の影響や変化を心で感じます。目をつぶり歩く体験もします。
＜＜味覚＞＞
増富ラジウム陶器は飲み物の味が変わりますので普通の陶器との飲み比べや食事に出される安心感のある食材を噛みしめて食べ比べをしてその時の感情の変化を感じてください。
＜＜触覚＞＞
源泉浴を肌で味わう事や自然界の営みに肌で触れ、岩盤日光浴や焚火、山に向かっての叫び、裸足での歩行、ラジウム陶器を付けて源泉浴をしながら内観法の体験を通じ肉体や感情に芽生えるひびきを味わいます。
この様な体験を通して五感を意識し回復させて第六感への意識につなげます。
＜＜第六感＞＞
宇宙や自然界の営みを頭でなく心で共鳴出来る事で身体への過度なストレス、心への過度なストレスに対する回避方法が解るようになる事で心と身体の回復や病気予防につなげていただきます。
（第六感に作用する具体的な方法）
裸足の道で歩く瞑想・ふたリペアーになり片方が目を閉じて歩く瞑想・ゲルマニウム石の上で瞑想・樹林氣功・ラジウム岩盤氣功・氣の滞りを流す体験・チャクラ調節の丘・精神の安定と集中力を磨く石立て体験等があります。

「心と身体の再生プログラム」の説明
増富の自然の恵みとそれを利用した各種プログラムを統合し活用したプランです。
このプログラムは１．ストレスコントロール　２．運動　３．休息　４．入浴　５．睡眠の５つのブロックに分かれたプログラムであります。
１．ストレスコントロールの内容
瞑想、自律訓練法、呼吸法、音楽療法・アートセラピーを体験します
２．運動療法の内容
自然の中で全身のストレッチ、ウォーキング＆呼吸法、裸足の歩行療法、ヨガ、軽いウォーキング、汗をかくウォーキングなどの体験をします。
３．入浴養生の具体例　（個々お客様の体調に合った入浴指導をいたします）
疲労物質・毒素を排出する３７度源泉の長時間入浴、免疫力を高める冷源泉入浴、ボディーリズムを調整する温冷交互源泉入浴、疲労回復のための３５度微温源泉長時間入浴、陰陽のバランスを整える３７度源泉入浴、疲労回復のための源泉浴をしながらのセルフリンパマッサージ体験などがあります。
４．食事養生
安全な食を「学び・体験」に活かすノウハウ
安心・安全な食は、免疫力を高めます。増富の湯では食することに加えて、自家農園の安全な農地でおこなうグリーンセラピー体験で食育を学ぶことも行います。
別メニューとして、体内に蓄積された悪い物を排出し、内臓を休める１泊２日１８時間酵素ドリンクファスティング、２泊３日２４時間酵素ドリンクファスティングがあります。これを一度覚えていただければご家庭でも実施できますので、体調がすぐれない時、気分を変えたい時など日頃の心と身体の養生を習慣化する為にも学んでもらいたいメニューです。
５.休息・睡眠養生
免疫力を高める為にも大切な学びの習慣です。熟睡を誘うアロマ、グリーンセラピー（自家製農場での農作業）、昼寝の時間を作る、夜の快眠のための瞑想指導、睡眠の質を高めるハーブティーの効果、睡眠を誘うセルフマッサージの指導、枇杷葉温熱療法や整体体験、そのほか睡眠を誘う寝具や音楽を味わっていただきます。

以上は宿泊施設を主にした取り組み事項でありました。
これからは「日帰り入浴施設増富の湯」の取り組みをお伝えします。
医療関係者や多種多様な専門家スキルとの連携により、専門知識に基づいた体験や学びを提供するプログラムを作り、増富で充実した一日を過ごす仕組みを創り上げる事で、増富ファンの拡大、リピーターの増加を促すだけではなく、増富温泉峡のお客様の滞在日数を増やす事も大事な目的の一つです。
増富塾　学びの講座開設
今までにいろいろな分野で連携をしている方の動画を放映します。
「専門医による病気予防講座（講義、DVD視聴等）」
講座メニューとしては精神科医の心疲れちゃった人向けの講座、癌治療に携わっている医師がガンについて語る講座、皮膚科医のアトピーについての講座、中国医のコロナや免疫力を高める事についての講座や温泉利用指導者の増富流の入浴講座、増富のことを好きな各分野のエキスパートの話、増富に住んでいる９０歳を中心としたお年寄りの長生きの秘訣話、仲間づくりの場として中高年の体験談も企画します。
この様に「心と身体の免疫力を高める場」を構成するために必要な基礎的資源である増富にある自然を活用したノウハウとエキスパートと連携する為の人間ネットワークは整いましたがこれからもその輪は拡大していきます。
そして時代に即した「専門家との連携した「ニッチな小旅行・増富ならではの旅プログラム」をこれからは開発していきます。

１．増富温泉ネットワークの開発
夜の星見ツアー、自然散策ツアーや増富塾を通して各旅館のお客様の一日がより充実した
一日をお過ごしいただく企画です。
２．医療連携により生きる力をつける企画（すでに実施している例）
地元中国医の診察を受け漢方を処方したものを飲みながらの療養プラン、
東京のクリニックの患者さんの受け入れプログラム　（グリーンセラピー）
３．NPO法人健康と温泉フォーラム
アロマセラピストや会員の方と作る温泉ウェルネス企画
４．障害者福祉のNPOとの企画（旅リハ）
障害を持たれた方とその家族との思い出の作りの旅企画
５．伝統療法のグループとの企画
枇杷葉温熱療法、よもぎ蒸し療法、温熱療法などによるプログラム
６．スピリチャル系の企画
ヨガ、瞑想、ヒーラーなどの指導者と作る旅企画
７．健康長寿ドック構想
地域の自然療法と地域の宿泊施設、生命科学の専門家による療養企画
８．魂系グループ
生きる価値や人それぞれの人生のテーマや目的を知るための旅企画
９．ラジウムラドン研究会
外国のラジウムラドンに目を向け、その国の取り組み方法を学び日本式のプログラムを作る企画
１０．やまなしウェルネスツーリズム推進協議会会員との連携
ウェルネスツーリズム全般にかかわる有資格者やセラピスト等、会員との共同企画です。
この様に色々な人生を学ばれたエキスパートである皆さんと世の中が平和になる小さな
旅を開発しようとするお互いの意識が一つになる事で旅プランが実現します。

大事な事は、今まで表面化させず知られていなかった不安を抱えた方々にスポットを当て
新しい関係者との絆や仲間づくりを構築する事だと思います。
この様な方法でお一人お一人のお客様の問題点だけにフォーカスした少人数向けの不安
解消のプログラムを開発することが急務であり、この時代欠かす事の出来ないアイテムと
なります。
将来の展開としては医療連携をより強化して診断ができる場になる事です。　
生活習慣病、未病、病気の予防に関連した健康生活指導のできる場、体験の出来る実践の
場にする事です。がんや糖尿病だけではなく、人類の生存を脅かす病原菌に対し、本来自
分の持っている「生きる力」を取り戻す為の学びと体験ができる場創りに賛同していただ
ける方とつながり共同作業として「世の中の拠りどころとなる増富温泉峡」に成る事を目
指していきます。
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